　　　　　令和8年度　第4回普及啓発講演会報告書　
1. [image: ]日時：令和8年7月23日（木）13時30分～14時45分
1. 場所：旧大連航路上屋
1. 演題：在宅療養、Sugoroku de 人生会議
1. 講師：門司在宅医療・介護連携支援センター　鶴　智子・小林　孝美
5． 参加者：門司区公民館主事補１２名、門司区役所コミュニティ支援課職員２名
6.  アンケート結果（回収12名）
(1) 性別：男性(0名）、女性(12名)、回答なし(0名)
(2) 年代：50代（4名）、60代(5名)、70代(1名)、80代(1名)、未回答（1名）
(3) 一人暮らし(1名）、配偶者と二人暮らし(3名）、子供と同居(4名)、その他（4名）
(4) 本日の内容について
わかりやすかった(12名)、いくらかわかりやすかった（0名）、わかりにくかった（0名）
　【理由】・ひとり暮らしで娘夫婦と弟に連絡を取り合い、安心して暮らします。
[image: ]　　　 ・講師にゲームをリードしていただいたのでとてもよかった。
　　　 ・ゲームを通して自分の人生について考え直す機会に
なりました。
　　 　・亡くなった義母のことを思い出しました。
　　 　・優しい口調で丁寧に説明していただいた。
（5）あなたは在宅療養についての理解が深まりましたか。
　とても深まった（7名）、ある程度深まった（5名）、あまり深まらなかった（0名）
【理由】・自分のことは自分で出来る、そのうちに在宅療養をお願いするときが必ず来ると思います。出来るだけ自分の力で頑張っていきたいと思います（80代女性）。
　  　・積極的に人生の終末について考えようと思います。
　　・いつ自分がその立場になるかわからないので介護保険やあらゆるサービスを受けながら自宅で最期を迎えたいと思います。
（６）あなたは、大切にしていることやこれからの治療やケアについて、身近な人と話し合って、誰かに伝えておきたいと思いましたか？
はい(１２名)、いいえ（0名）、わからない(0名)
【理由】・今から先の事、娘にはいろいろとお願いしています。
・家族でいろいろ話し合いをしたいと思います。
・残されたものが困らない様、元気なうちにできることは片づけていきたい。
（７）その他、ご意見・ご感想
　 　・楽しい気持ちでいられるよう、今後の生き方を考えていきたいです。
　　 ・人生会議は身近な友人とやれたら楽しそう。今日もとても楽しい研修でした。
　 　・もしバナゲームよりも答えやすくとてもよかった。
（８）質問　・介護保険サービスの利用料はどれくらいですか。
→要介護度により利用できる限度額が決まっています。
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